
(57)【要約】

【課題】　生ゴミを微細な粒子状態にまで効率良く粉砕

すると共に、筍の皮等の強い繊維を含む生ゴミであって

も微細に粉砕が可能で、排水管が詰まることもなく、か

つ排水処理槽の処理の簡素化を図ることを可能とした生

ゴミ微細粉砕ディスポーザーとする。

【解決手段】　生ゴミと水が導入される投入部３と、投

入された生ゴミをテーブル６上に設けたハンマー７と、

ハンマー７と対向して設けた固定刃９で粉砕する粉砕機

構、及び粉砕機構で粉砕された生ゴミを更に微細に磨臼

で磨潰す磨潰機構を有する粉砕室１０と、磨潰した生ゴ

ミと水を排出する排出室１１と、粉砕室１０に回転軸５

ａが配設され、回転軸５ａを駆動し粉砕機構と磨潰機構

を作動させる駆動モータ５を備える。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 生 ゴ ミ と 水 が 導 入 さ れ る 投 入 部 と 、 投 入 さ れ た 生 ゴ ミ を テ ー ブ ル 上 に 設 け た ハ ン マ ー と
、 ハ ン マ ー と 対 向 し て 設 け た 固 定 刃 で 粉 砕 す る 粉 砕 機 構 、 及 び 粉 砕 機 構 で 粉 砕 さ れ た 生 ゴ
ミ を 更 に 微 細 に 磨 臼 で 磨 潰 す 磨 潰 機 構 を 有 す る 粉 砕 室 と 、 磨 潰 し た 生 ゴ ミ と 水 を 排 出 す る
排 出 室 と 、 前 記 粉 砕 室 に 回 転 軸 が 配 設 さ れ 、 こ の 回 転 軸 を 駆 動 し 粉 砕 機 構 と 磨 潰 機 構 を 作
動 さ せ る 駆 動 モ ー タ を 備 え た こ と 特 徴 と す る 生 ゴ ミ 微 細 粉 砕 デ ィ ス ポ ー ザ ー 。
【 請 求 項 ２ 】
　 粉 砕 室 の 内 周 壁 に 固 定 刃 が 設 け ら れ る と 共 に 、 テ ー ブ ル が 回 転 軸 に 固 定 さ れ 、 こ の テ ー
ブ ル の 下 流 側 に 磨 潰 機 構 が 設 け ら れ 、 こ の 磨 潰 機 構 は 上 臼 と 下 臼 を 備 え た 上 下 二 重 の 磨 臼
体 に 構 成 さ れ 、 上 臼 又 は 下 臼 の 何 れ か 一 方 が 前 記 回 転 軸 に 固 定 さ れ 、 上 臼 の 中 心 部 に 貫 通
孔 が 設 け ら れ る と 共 に 、 上 臼 と 下 臼 間 に 中 心 部 側 よ り 外 周 部 側 が 狭 く な る 隙 間 が 形 成 さ れ
、 こ の 隙 間 に 貫 通 孔 か ら 粉 砕 機 構 で 粉 砕 済 み の 生 ゴ ミ と 水 が 導 入 さ れ 、 導 入 さ れ た 生 ゴ ミ
と 水 は 臼 の 回 転 に よ り 上 下 臼 の 外 周 部 付 近 の 隙 間 で 徐 々 に 微 細 に 磨 潰 さ れ 、 ほ ぼ 密 着 し た
外 周 部 の 隙 間 か ら 排 出 室 に 落 下 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 生 ゴ ミ 微 細 粉 砕 デ ィ
ス ポ ー ザ ー 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 臼 の 上 面 が 外 周 部 側 か ら 中 心 部 側 に 向 け て 下 方 傾 斜 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
２ 記 載 の 生 ゴ ミ 微 細 粉 砕 デ ィ ス ポ ー ザ ー 。
【 請 求 項 ４ 】
　 磨 潰 機 構 は 上 臼 と 下 臼 を 備 え た 上 下 二 重 の 磨 臼 体 に 構 成 さ れ る と 共 に 、 テ ー ブ の 下 部 に
下 臼 が テ ー ブ ル と 一 体 に 構 成 さ れ 、 こ の テ ー ブ ル 及 び 下 臼 と 上 臼 の 何 れ か 一 方 が 回 転 軸 に
固 定 さ れ る と 共 に 、 上 臼 の 中 心 部 に 貫 通 孔 が 設 け ら れ 、 こ の 上 臼 の 内 周 側 面 に 固 定 刃 が 設
け ら れ る と 共 に 、 上 臼 と 下 臼 間 に 中 心 部 側 よ り 外 周 部 側 が 狭 く な る 隙 間 が 形 成 さ れ 、 こ の
隙 間 に 粉 砕 機 構 で 粉 砕 済 み の 生 ゴ ミ と 水 が 導 入 さ れ 、 導 入 さ れ た 生 ゴ ミ と 水 は 臼 の 回 転 に
よ り 上 下 臼 の 外 周 部 付 近 の 隙 間 で 徐 々 に 微 細 に 磨 潰 さ れ 、 ほ ぼ 密 着 し た 外 周 部 の 隙 間 か ら
排 出 室 に 落 下 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 生 ゴ ミ 微 細 粉 砕 デ ィ ス ポ ー ザ ー 。
【 請 求 項 ５ 】
　 テ ー ブ ル と 下 臼 が 分 離 さ れ 、 テ ー ブ ル が 回 転 軸 に 固 定 さ れ る と 共 に 、 上 臼 と 下 臼 の 何 れ
か 一 方 が 回 転 軸 に 固 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の 生 ゴ ミ 微 細 粉 砕 デ ィ ス
ポ ー ザ ー 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 一 般 家 庭 の 台 所 や 業 務 用 の 厨 房 に 設 置 さ れ 、 調 理 ゴ ミ で あ る 魚 や 野 菜 屑 の 生
ゴ ミ を 粉 砕 し 排 出 す る 生 ゴ ミ 微 細 粉 砕 デ ィ ス ポ ー ザ ー に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 デ ィ ス ポ ー ザ ー は 生 ゴ ミ を 投 入 し て 粉 砕 し 、 排 水 用 の 水 を 供 給 し て 生 ゴ ミ を 排 出 す る の
で あ る が 、 従 来 の デ ィ ス ポ ー ザ ー は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 ホ ッ パ ー １ の 上 部 に 設 け た 蓋 ２
付 き の 投 入 部 ３ か ら 生 ゴ ミ を 投 入 す る と 共 に 、 台 所 の 給 水 栓 等 か ら 水 を 一 緒 に 流 し 込 む 。
　 そ し て 、 粉 砕 機 構 は ホ ッ パ ー １ の 下 部 の ケ ー シ ン グ ４ 内 に 駆 動 モ ー タ ５ が 収 納 さ れ 、 そ
の 回 転 軸 ５ ａ が 上 向 き に さ れ て 回 転 軸 ５ ａ の 先 端 に 回 転 テ ー ブ ル ６ が 固 定 さ れ て い る 。
　 こ の 回 転 テ ー ブ ル ６ の 上 面 に 一 対 の ハ ン マ ー ７ 、 ７ が 基 端 部 を ピ ン ８ 、 ８ で 回 転 テ ー ブ
ル ６ の 表 面 に 沿 っ て 回 動 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ハ ン マ ー ７ は 先 端 側 が 破 砕 力 が 得 ら れ る よ う 肉 厚 の 頭 部 ７ ａ に 形 成 さ れ 、 こ の ハ ン マ ー
７ に 対 向 し て ホ ッ パ ー １ と ケ ー シ ン グ ４ の 連 結 部 付 近 の 内 周 面 に 環 状 の 固 定 刃 ９ が 固 着 さ
れ て い る 。 固 定 刃 ９ は 上 下 方 向 の 溝 ９ ａ が 周 方 向 に 所 定 の 間 隔 を お い て 刻 設 さ れ て い る 。
　 投 入 口 ３ か ら 投 入 さ れ た 生 ゴ ミ は 、 駆 動 モ ー タ ５ の 駆 動 に よ っ て 回 転 軸 ５ ａ と 共 に 回 転
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テ ー ブ ル ６ が 回 転 し 、 こ の 回 転 テ ー ブ ル ６ の 回 転 と 共 に ハ ン マ ー ７ が 回 転 し 、 遠 心 力 に よ
り 生 ゴ ミ が 固 定 刃 ９ に 強 く 押 し 付 け ら れ 、 回 転 す る ハ ン マ ー ７ で 打 撃 さ れ 、 更 に 固 定 刃 ９
に よ っ て 挾 み 込 ま れ て 生 ゴ ミ が 粉 砕 さ れ る 。
　 こ の 粉 砕 機 構 で 粉 砕 さ れ た 生 ゴ ミ は 、 水 と 一 緒 に 回 転 テ ー ブ ル ６ と 固 定 刃 ９ と の 隙 間 及
び 固 定 刃 ９ 自 体 の 溝 ９ ａ か ら 粉 砕 室 １ ０ の 下 方 の 排 出 室 １ １ に 流 下 し 、 排 水 管 １ ２ か ら 排
水 処 理 槽 （ 図 示 せ ず ） に 導 入 さ れ 、 生 物 学 的 処 理 方 法 等 で 分 解 処 理 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 従 来 の デ ィ ス ポ ー ザ ー の 粉 砕 機 構 で は 、 粉 砕 さ れ た 生 ゴ ミ の 平 均 粒 度 は １ ～ ２
ｍ ｍ 程 度 で あ り 、 卵 の 殻 、 貝 殻 類 の 一 部 は 排 水 管 内 に 堆 積 す る た め 、 一 年 に 一 回 程 度 の 排
水 管 の 洗 浄 が 必 要 で あ る 。
　 そ こ で 、 細 か く 粉 砕 す る た め に 流 下 す る 隙 間 を 小 さ く し て 、 粉 砕 粒 度 を 小 さ く す る 試 み
は 、 隙 間 か ら の 排 水 が 悪 く な る た め 粉 砕 時 間 が 極 端 に 長 く な り 、 実 用 に 適 し な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 問 題 点 を 解 決 す る た め 、 特 開 平 ７ ー １ ９ ４ ９ ９ １ 号 に 示 さ れ る よ う に 、 粉 砕 板 に よ
っ て 粉 砕 さ れ た 生 ゴ ミ を 、 粉 砕 板 と 固 定 板 間 で 磨 潰 し 、 更 に 回 転 刃 に よ っ て 切 削 し 、 微 粒
子 状 に ま で 処 理 す る デ ィ ス ポ ー ザ ー が 提 案 さ れ て い る 。
　 し か し 、 こ の デ ィ ス ポ ー ザ ー は 粉 砕 板 に よ る 粉 砕 は 、 粉 砕 板 に 設 け た ハ ン マ ー に の み よ
る も の で 、 粗 い 粉 砕 の ま ま の 生 ゴ ミ を 粉 砕 板 と 固 定 板 間 で 磨 潰 す の で 時 間 が か か る と 共 に
、 粉 砕 板 と 固 定 板 の 対 向 面 は 互 い に 水 平 に な っ て お り 、 隙 間 を 密 着 す れ ば 粗 い 生 ゴ ミ は 隙
間 に 入 ら な い と 共 に 磨 潰 し に 長 時 間 が か か り 、 又 隙 間 を 広 く す れ ば 粉 砕 粒 度 が 大 き く な っ
て し ま う 問 題 点 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 又 、 従 来 の デ ィ ス ポ ー ザ ー は 、 筍 の 皮 、 ト ウ モ ロ コ シ の 皮 等 の 強 い 繊 維 を 含 む 生 ゴ ミ は
毛 髪 状 に 粉 砕 さ れ 、 排 水 管 内 の 屈 曲 部 を 閉 塞 す る 危 険 が あ り 、 投 入 が 不 可 能 で あ る 。
　 こ の 問 題 を 解 決 す る た め 、 特 開 ２ ０ ０ ０ ー ６ １ ３ ４ ２ に 示 さ れ る よ う に 、 粉 砕 室 内 に 熱
水 を 供 給 し て 厨 芥 等 の 表 面 を 変 性 さ せ て 粉 砕 し 易 く し た デ ィ ス ポ ー ザ ー が 提 案 さ れ て い る
。
　 し か し 、 こ の デ ィ ス ポ ー ザ ー は 、 熱 水 供 給 の た め の 構 成 を 付 加 し な け れ ば な ら な い と 共
に 、 粉 砕 機 構 は 従 来 通 り の 機 構 で あ り 、 生 ゴ ミ を 従 来 よ り 微 細 に 粉 砕 す る こ と を 目 的 と し
た も の で は な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の よ う に 、 従 来 の 粉 砕 済 み の 生 ゴ ミ は 、 粉 砕 粒 度 が 約 １ ～ ２ ｍ ｍ 程 度 と 排 水 処 理 槽 内
の 分 解 微 生 物 と 比 較 し て 超 巨 大 な た め 、 嫌 気 又 は 好 気 の 可 溶 化 （ 液 状 化 ） 処 理 と 水 質 浄 化
処 理 の 二 段 処 理 が 必 要 な た め 処 理 槽 は 大 型 と な り 、 設 置 ス ペ ー ス の 確 保 や 価 格 も 高 く つ く
問 題 点 を 有 し て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ７ ー １ ９ ４ ９ ９ １ 号
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ ー ６ １ ３ ４ ２
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 点 よ り 本 発 明 は 、 生 ゴ ミ を 微 細 な 粒 子 状 態 に ま で 効 率 良 く 粉 砕 す る と 共 に 、 筍 の 皮
等 の 強 い 繊 維 を 含 む 生 ゴ ミ で あ っ て も 、 微 細 に 粉 砕 が 可 能 で 排 水 管 が 詰 ま る こ と も な く 、
か つ 排 水 処 理 槽 の 処 理 の 簡 素 化 を 図 る こ と を 可 能 と し た 生 ゴ ミ 微 細 粉 砕 デ ィ ス ポ ー ザ ー を
提 供 し よ う と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 請 求 項 １ 記 載 の 本 発 明 生 ゴ ミ 微 細 粉 砕 デ ィ ス ポ ー ザ ー は 、 生 ゴ
ミ と 水 が 導 入 さ れ る 投 入 部 と 、 投 入 さ れ た 生 ゴ ミ を テ ー ブ ル 上 に 設 け た ハ ン マ ー と 、 ハ ン
マ ー と 対 向 し て 設 け た 固 定 刃 で 粉 砕 す る 粉 砕 機 構 、 及 び 粉 砕 機 構 で 粉 砕 さ れ た 生 ゴ ミ を 更
に 微 細 に 磨 臼 で 磨 潰 す 磨 潰 機 構 を 有 す る 粉 砕 室 と 、 磨 潰 し た 生 ゴ ミ と 水 を 排 出 す る 排 出 室
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と 、 前 記 粉 砕 室 に 回 転 軸 が 配 設 さ れ 、 こ の 回 転 軸 を 駆 動 し 粉 砕 機 構 と 磨 潰 機 構 を 作 動 さ せ
る 駆 動 モ ー タ を 備 え た こ と 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の よ う な 構 成 と す る こ と に よ り 、 デ ィ ス ポ ー ザ ー の 投 入 部 に 投 入 さ れ た 生 ゴ ミ は 、 回
転 軸 の 駆 動 に よ り 粉 砕 室 の 粉 砕 機 構 で ハ ン マ ー と 固 定 刃 に よ り 一 旦 粉 砕 さ れ た 後 に 、 更 に
磨 臼 で 磨 潰 す 磨 潰 機 構 に よ っ て よ り 細 か く 磨 潰 さ れ る の で 、 生 ゴ ミ は 微 細 な 粒 子 状 態 に ま
で 粉 砕 さ れ 排 出 さ れ る 。
　 又 、 卵 の 殻 、 貝 殻 類 等 の 硬 質 の 生 ゴ ミ や 、 筍 の 皮 等 の 強 い 繊 維 質 の 生 ゴ ミ で あ っ て も 、
磨 り 合 わ せ 作 用 に よ り 悉 く 微 細 に 磨 潰 さ れ 粉 砕 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 次 に 、 請 求 項 ２ 記 載 の 本 発 明 生 ゴ ミ 微 細 粉 砕 デ ィ ス ポ ー ザ ー は 、 請 求 項 １ 記 載 の 生 ゴ ミ
微 細 粉 砕 デ ィ ス ポ ー ザ ー に お い て 、 粉 砕 室 の 内 周 壁 に 固 定 刃 が 設 け ら れ る と 共 に 、 テ ー ブ
ル が 回 転 軸 に 固 定 さ れ 、 こ の テ ー ブ ル の 下 流 側 に 磨 潰 機 構 が 設 け ら れ 、 こ の 磨 潰 機 構 は 上
臼 と 下 臼 を 備 え た 上 下 二 重 の 磨 臼 体 に 構 成 さ れ 、 上 臼 又 は 下 臼 の 何 れ か 一 方 が 前 記 回 転 軸
に 固 定 さ れ 、 上 臼 の 中 心 部 に 貫 通 孔 が 設 け ら れ る と 共 に 、 上 臼 と 下 臼 間 に 中 心 部 側 よ り 外
周 部 側 が 狭 く な る 隙 間 が 形 成 さ れ 、 こ の 隙 間 に 貫 通 孔 か ら 粉 砕 機 構 で 粉 砕 済 み の 生 ゴ ミ と
水 が 導 入 さ れ 、 導 入 さ れ た 生 ゴ ミ と 水 は 臼 の 回 転 に よ り 上 下 臼 の 外 周 部 付 近 の 隙 間 で 徐 々
に 微 細 に 磨 潰 さ れ 、 ほ ぼ 密 着 し た 外 周 部 の 隙 間 か ら 排 出 室 に 落 下 す る こ と を 特 徴 と す る も
の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の よ う な 構 成 と す る こ と に よ り 、 生 ゴ ミ を ホ ッ パ ー の 投 入 口 か ら 投 入 し 、 水 を 流 し 込
み 駆 動 モ ー タ ー を 駆 動 す る と 、 テ ー ブ ル の 回 転 と 共 に ハ ン マ ー が 回 転 し 、 ハ ン マ ー と 固 定
刃 に よ り 生 ゴ ミ は 粉 砕 さ れ 、 粉 砕 機 構 か ら 粉 砕 済 み の 流 下 し た 生 ゴ ミ と 水 は 、 上 臼 の 貫 通
孔 か ら 上 臼 と 下 臼 間 に 形 成 さ れ た 隙 間 に 導 入 さ れ 、 上 臼 と 下 臼 の 何 れ か 一 方 の 回 転 に よ り
隙 間 の 中 心 部 側 よ り 外 周 部 側 に 導 か れ る 。
　 こ の 隙 間 は 中 心 部 側 よ り 外 周 部 側 が 狭 く 形 成 さ れ て い る た め 、 隙 間 に 導 入 さ れ た 生 ゴ ミ
は 臼 の 外 周 部 付 近 で 徐 々 に 効 率 良 く 微 細 に 磨 潰 さ れ 、 水 と 一 緒 に 上 下 臼 の ほ ぼ 密 着 し た 外
周 部 の 隙 間 か ら 臼 の 回 転 運 動 で 振 り 飛 ば さ れ る 状 態 で 排 出 さ れ 排 出 室 に 落 下 す る 。 こ の 外
周 部 の 隙 間 で の 強 力 な 磨 り 合 わ せ 作 用 で 生 ゴ ミ は 微 細 な 粒 子 状 態 に 粉 砕 さ れ る 。
　 又 、 上 臼 と 下 臼 の 磨 り 合 わ せ に よ る 発 生 熱 は 、 生 ゴ ミ と 一 緒 に 流 し 込 ま れ る 水 で 冷 却 さ
れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 次 に 、 請 求 項 ３ 記 載 の 本 発 明 生 ゴ ミ 微 細 粉 砕 デ ィ ス ポ ー ザ ー は 、 請 求 項 ２ 記 載 の 生 ゴ ミ
微 細 粉 砕 デ ィ ス ポ ー ザ ー に お い て 、 上 臼 の 上 面 が 外 周 部 側 か ら 中 心 部 側 に 向 け て 下 方 傾 斜
し て い る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の よ う な 構 成 と す る こ と に よ り 粉 砕 機 構 で 粉 砕 さ れ 、 上 臼 の 上 面 に 流 下 し た 生 ゴ ミ は
、 水 と 一 緒 に 上 臼 の 上 面 の 傾 斜 に 沿 っ て 貫 通 孔 に ス ム ー ズ に 流 れ 、 上 臼 と 下 臼 間 の 中 心 部
側 の 隙 間 に 導 入 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
次 に 、 請 求 項 ４ 記 載 の 本 発 明 生 ゴ ミ 微 細 粉 砕 デ ィ ス ポ ー ザ ー は 、 請 求 項 １ 記 載 の 生 ゴ ミ 微
細 粉 砕 デ ィ ス ポ ー ザ ー に お い て 、 磨 潰 機 構 は 上 臼 と 下 臼 を 備 え た 上 下 二 重 の 磨 臼 体 に 構 成
さ れ る と 共 に 、 テ ー ブ の 下 部 に 下 臼 が テ ー ブ ル と 一 体 に 構 成 さ れ 、 こ の テ ー ブ ル 及 び 下 臼
と 上 臼 の 何 れ か 一 方 が 回 転 軸 に 固 定 さ れ る と 共 に 、 上 臼 の 中 心 部 に 貫 通 孔 が 設 け ら れ 、 こ
の 上 臼 の 内 周 側 面 に 固 定 刃 が 設 け ら れ る と 共 に 、 上 臼 と 下 臼 間 に 中 心 部 側 よ り 外 周 部 側 が
狭 く な る 隙 間 が 形 成 さ れ 、 こ の 隙 間 に 粉 砕 機 構 で 粉 砕 済 み の 生 ゴ ミ と 水 が 導 入 さ れ 、 導 入
さ れ た 生 ゴ ミ と 水 は 臼 の 回 転 に よ り 上 下 臼 の 外 周 部 付 近 の 隙 間 で 徐 々 に 微 細 に 磨 潰 さ れ 、
ほ ぼ 密 着 し た 外 周 部 の 隙 間 か ら 排 出 室 に 落 下 す る こ と を 特 徴 と す る と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の よ う な 構 成 と す る こ と に よ り 、 生 ゴ ミ を ホ ッ パ ー の 投 入 口 か ら 投 入 し 、 水 を 流 し 込
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み 駆 動 モ ー タ ー を 駆 動 す る と 、 テ ー ブ ル 及 び 下 臼 と 上 臼 の 何 れ か 一 方 が 回 転 し 、 テ ー ブ ル
上 に 設 け た ハ ン マ ー と 上 臼 の 内 周 側 面 に 設 け た 固 定 刃 に よ り 生 ゴ ミ は 粉 砕 さ れ 、 粉 砕 機 構
か ら 粉 砕 済 み の 流 下 し た 生 ゴ ミ と 水 は 、 上 臼 と 下 臼 間 に 形 成 さ れ た 隙 間 に 導 入 さ れ 、 上 臼
と 下 臼 の 何 れ か 一 方 の 回 転 に よ り 隙 間 の 中 心 部 側 よ り 外 周 部 側 に 導 か れ る 。
　 こ の 隙 間 の 特 徴 及 び 機 能 は 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 生 ゴ ミ 微 細 粉 砕 デ ィ ス ポ ー ザ ー の 隙 間 と
同 様 に つ き 説 明 は 省 略 す る 。
　 又 、 テ ー ブ ル と 下 臼 が 一 体 に 形 成 さ れ て い る こ と 、 及 び 固 定 刃 が 上 臼 に 設 け ら れ て い る
た め 構 造 が 簡 素 化 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 次 に 、 請 求 項 ５ 記 載 の 本 発 明 生 ゴ ミ 微 細 粉 砕 デ ィ ス ポ ー ザ ー は 、 請 求 項 ４ 記 載 の 生 ゴ ミ
微 細 粉 砕 デ ィ ス ポ ー ザ ー に お い て 、 テ ー ブ ル と 下 臼 が 分 離 さ れ 、 テ ー ブ ル が 回 転 軸 に 固 定
さ れ る と 共 に 、 上 臼 と 下 臼 の 何 れ か 一 方 が 回 転 軸 に 固 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る も の
で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の よ う な 構 成 と し て も 、 請 求 項 ４ の 生 ゴ ミ 微 細 粉 砕 デ ィ ス ポ ー ザ ー と 同 様 の 機 能 を 有
す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 に 係 る 生 ゴ ミ 微 細 粉 砕 デ ィ ス ポ ー ザ ー に よ れ ば 、 種 々 雑 多 な 生 ゴ ミ を 粉 砕 機 構 で
ハ ン マ ー と 固 定 刃 に よ り 一 旦 約 １ ～ ２ ｍ ｍ 程 度 に 粉 砕 し た 後 に 、 磨 潰 機 構 で 上 下 二 重 の 臼
の 隙 間 に 流 し 込 み 、 臼 の 外 周 部 付 近 で 約 ２ ０ μ ｍ 程 度 の 微 細 な 粒 子 状 態 に 粉 砕 さ れ 排 出 さ
れ る の で 、 卵 の 殻 、 貝 殻 類 等 も 微 細 な 粒 子 と し て 水 に な じ み 、 流 動 性 を 得 て 排 水 管 内 を ス
ム ー ズ に 流 下 す る た め 蓄 積 せ ず 、 清 掃 の 手 間 を 省 く こ と が で き る 。
　 又 、 上 下 二 重 の 臼 の 隙 間 は 中 心 部 側 よ り 外 周 部 側 が 狭 く 形 成 さ れ 、 外 周 部 側 が ほ ぼ 密 着
し て い る た め 、 隙 間 に 導 入 さ れ た 生 ゴ ミ は 外 周 部 付 近 で 徐 々 に 効 率 良 く 微 細 に 磨 潰 さ れ る
。
【 ０ ０ ２ ０ 】
又 、 筍 の 皮 、 ト ウ モ ロ コ シ の 皮 等 の 強 い 繊 維 を 含 む 生 ゴ ミ も 、 上 下 臼 の 磨 り 合 わ せ 作 用 で
細 か く 切 断 さ れ 、 毛 髪 状 か ら 微 細 粉 末 と な り 、 排 水 管 内 を 閉 塞 す る 虞 れ が な く な っ た 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 更 に 、 生 ゴ ミ が 微 細 な 粒 子 と さ れ る こ と に よ り 、 排 水 処 理 槽 部 で は 微 生 物 の 分 解 速 度 が
格 段 に 早 く な り 、 排 水 処 理 槽 に お け る 可 溶 化 処 理 （ 粒 子 の 微 細 化 処 理 ） 部 分 が 不 要 と な る
こ と と 相 俟 っ て 、 槽 の 小 型 化 と 省 エ ネ ル ギ ー 化 を 図 る こ と が 可 能 と な っ た 。 こ れ に よ り 、
設 備 費 や 維 持 費 が 格 段 に 低 減 さ れ 、 経 済 的 効 果 も 大 き い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ き 説 明 す る 。
　 図 １ 及 び 図 ３ は 本 発 明 生 ゴ ミ 微 細 粉 砕 デ ィ ス ポ ー ザ ー の 一 実 施 の 形 態 を 示 す 縦 断 面 図 で
あ り 、 図 １ は 請 求 項 ２ 及 び 請 求 項 ３ 記 載 の デ ィ ス ポ ー ザ ー 、 図 ２ は 請 求 項 ４ 記 載 の デ ィ ス
ポ ー ザ ー 、 図 ３ は 請 求 項 ５ 記 載 の デ ィ ス ポ ー ザ ー 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 １ に お い て 、 図 中 １ は デ ィ ス ポ ー ザ ー の ホ ッ パ ー で あ り 、 上 部 に 蓋 ２ 付 き の 投 入 部 ３
が 設 け ら れ て い る 。
　 投 入 部 ３ の 下 方 は 粉 砕 室 １ ０ が 形 成 さ れ 、 こ の 粉 砕 室 １ ０ 内 に 粉 砕 機 構 が 設 け ら れ る と
共 に 、 粉 砕 機 構 の 下 流 側 に 磨 潰 機 構 が 設 け ら れ て い る 。 粉 砕 室 １ ０ は 排 水 管 １ ２ と 連 結 し
て い る 。
　 ホ ッ パ ー １ の 下 部 の ケ ー シ ン グ ４ 内 に 駆 動 モ ー タ ５ が 収 納 さ れ 、 こ の 駆 動 モ ー タ ５ の 回
転 軸 ５ ａ が 粉 砕 室 １ ０ 内 に 配 設 さ れ 、 そ の 先 端 部 が テ ー ブ ル ６ の 中 心 部 に 固 定 さ れ 、 テ ー
ブ ル ６ は 回 転 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
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　 粉 砕 機 構 は 、 テ ー ブ ル ６ の 上 面 に 一 対 の ハ ン マ ー ７ 、 ７ が 基 端 部 を ピ ン ８ 、 ８ で テ ー ブ
ル ６ の 表 面 に 沿 っ て 回 動 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る 。
　 ハ ン マ ー ７ は 先 端 部 が 破 砕 力 が 得 ら れ る よ う 肉 厚 の 頭 部 ７ ａ に 形 成 さ れ 、 こ の ハ ン マ ー
７ に 対 向 し て ホ ッ パ ー １ の 内 周 壁 面 に 環 状 の 固 定 刃 ９ が 固 着 さ れ て い る 。 固 定 刃 ９ は 上 下
方 向 の 溝 ９ ａ が 周 方 向 に 所 定 の 間 隔 を お い て 刻 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の 粉 砕 機 構 に よ り 、 ホ ッ パ ー １ 内 に 投 入 さ れ た 生 ゴ ミ は 供 給 さ れ た 水 と 一 緒 に 粉 砕 室
１ ０ 内 で 駆 動 モ ー タ ５ の 駆 動 に よ っ て 回 転 軸 ５ ａ と 共 に テ ー ブ ル ６ が 回 転 し 、 こ の テ ー ブ
ル ６ の 回 転 と 共 に ハ ン マ ー ７ が 回 転 し 、 遠 心 力 に よ り 生 ゴ ミ が 固 定 刃 ９ に 強 く 押 し 付 け ら
れ 、 回 転 す る ハ ン マ ー ７ で 打 撃 さ れ 、 更 に 固 定 刃 ９ に よ っ て 挾 み 込 ま れ て 生 ゴ ミ が 粉 砕 さ
れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 磨 潰 機 構 は 、 上 記 粉 砕 機 構 で 粉 砕 さ れ 流 下 し た 生 ゴ ミ を よ り 微 細 に 磨 潰 す も の で あ り 、
そ の 構 成 は 、 駆 動 モ ー タ ５ の 回 転 軸 ５ ａ に 中 心 部 を 固 定 さ れ 、 回 動 可 能 な 下 臼 ２ １ と 、 こ
の 下 臼 ２ １ の 上 部 で 中 心 部 に 貫 通 孔 ２ ０ ａ を 有 し 、 外 周 側 面 が ホ ッ パ ー １ の 粉 砕 室 １ ０ の
内 周 壁 面 に 固 定 さ れ た 上 臼 ２ ０ の 上 下 二 重 の 磨 臼 体 ２ ２ か ら 構 成 さ れ て い る 。
　 実 施 例 で は 、 下 臼 ２ １ が 回 転 す る が 、 下 臼 ２ １ に 代 え 、 上 臼 ２ ２ を 回 転 軸 ５ ａ に 固 定 し
回 転 す る よ う に す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 上 臼 ２ ０ と 下 臼 ２ １ は 共 に 円 形 で 、 材 質 は 御 影 石 等 の 石 製 、 焼 成 し た セ ラ ミ ッ ク ス 製 、
及 び 熱 硬 化 性 樹 脂 を 結 合 材 と し 、 低 温 で 製 造 す る レ ジ ノ イ ド 製 等 の 何 れ で も よ い 。
　 上 臼 ２ ０ の 上 面 は 貫 通 孔 ２ ０ ａ に 向 け て 下 方 傾 斜 ２ ０ ｂ し 、 粉 砕 機 構 か ら 粉 砕 さ れ 流 下
し た 生 ゴ ミ と 水 が 下 方 傾 斜 ２ ０ ｂ 面 に 沿 っ て 導 入 し 易 い よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 そ し て 、 上 臼 ２ ０ の 下 面 は 中 心 部 側 よ り 外 周 部 側 に 向 け 下 方 傾 斜 ２ ０ ｃ し 、 下 臼 ２ １ の
上 面 は 水 平 に 形 成 さ れ 、 上 臼 ２ ０ と 下 臼 ２ １ 間 に 中 心 部 側 よ り 外 周 部 側 が 狭 く な る 隙 間 ２
３ が 形 成 さ れ て い る 。 外 周 部 付 近 の 隙 間 ２ ３ は ほ ぼ 密 着 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の 磨 潰 機 構 に よ り 、 粉 砕 機 構 で 粉 砕 さ れ た 生 ゴ ミ は 水 と 一 緒 に テ ー ブ ル ６ と 固 定 刃 ９
と の 隙 間 及 び 固 定 刃 ９ 自 体 の 溝 ９ ａ か ら 流 下 し 、 磨 臼 体 ２ ２ の 上 臼 ２ ０ の 上 面 に 流 下 し 、
上 面 の 下 方 傾 斜 ２ ０ ｂ 面 か ら 貫 通 孔 ２ ０ ａ に 流 下 し 、 上 臼 ２ ０ と 下 臼 ２ １ の 中 心 部 側 の 隙
間 ２ ３ 内 に 導 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 隙 間 ２ ３ 内 に 導 入 さ れ た 生 ゴ ミ は 、 下 臼 ２ １ の 回 転 に よ り 遠 心 力 で 比 較 的 隙 間 の 大 き な
中 心 部 側 か ら 徐 々 に 外 周 部 側 に 導 か れ 、 外 周 部 付 近 の ほ ぼ 密 着 し た 隙 間 ２ ３ に か け て 徐 々
に 効 率 良 く 上 臼 ２ ０ と 下 臼 ２ １ の 磨 り 合 わ せ に よ り 磨 潰 さ れ 、 約 ２ ０ μ ｍ 程 度 の 微 細 な 粒
子 状 態 に ま で 粉 砕 さ れ る 。
　 微 細 に 粉 砕 さ れ た 生 ゴ ミ は 、 下 臼 ２ １ の 回 転 運 動 で 外 周 部 の 隙 間 ２ ３ か ら 振 り 飛 ば さ れ
る 状 態 で 排 出 室 １ １ に 落 下 し 、 排 水 管 １ ２ か ら 排 水 処 理 槽 に 導 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 次 に 、 図 ２ は 請 求 項 ４ 記 載 の 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 を 示 し 、 図 １ と 相 当 す る 箇 所 に は そ
れ と 同 一 符 号 を 付 し て あ り 、 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る 。
　 図 ２ に お い て 、 粉 砕 機 構 は 粉 砕 室 １ ０ 内 で ホ ッ パ ー １ の 内 周 壁 面 に 中 心 部 に 貫 通 孔 ２ ０
ａ を 有 す る 上 臼 ２ ０ の 外 周 側 面 が 固 定 さ れ 、 こ の 上 臼 ２ ０ の 内 周 側 面 に 環 状 の 固 定 刃 ９ が
固 着 さ れ て い る 。
　 こ の 固 定 刃 ９ と 対 向 し て 、 後 に 説 明 す る 下 臼 ２ １ の 上 部 に 下 臼 ２ １ と 一 体 形 成 さ れ た 円
形 の テ ー ブ ル ６ の 上 面 に 、 一 対 の ハ ン マ ー ７ 、 ７ が 基 端 部 を ピ ン ８ 、 ８ で テ ー ブ ル ６ の 表
面 に 沿 っ て 回 動 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 そ し て 、 テ ー ブ ル ６ は ハ ン マ ー ７ が 固 定 刃 ９ と 対 向 す る よ う 、 上 臼 ２ ０ の 貫 通 孔 ２ ０ ａ
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内 に 配 設 さ れ 、 そ の 下 部 に 上 臼 ２ ０ の 下 面 と 対 向 す る よ う 、 テ ー ブ ル ６ の 下 部 に テ ー ブ ル
６ よ り 大 径 の 下 臼 ２ １ が テ ー ブ ル ６ と 一 体 に 形 成 さ れ て い る 。
　 テ ー ブ ル ６ と 下 臼 ２ １ の 材 質 は 上 臼 ２ ０ と 同 一 で 、 石 製 、 セ ラ ミ ッ ク 製 、 レ ジ ノ イ ド 製
等 の 何 れ で も よ い 。
　 こ の 下 臼 ２ １ と 一 体 の テ ー ブ ル ６ は 駆 動 モ ー タ ５ の 回 転 軸 ５ ａ に 固 定 さ れ 回 転 す る 。 実
施 例 で は 、 下 臼 ２ １ と テ ー ブ ル ６ が 一 体 に 回 転 す る が 、 テ ー ブ ル ６ 及 び 下 臼 ２ １ に 代 え 、
上 臼 ２ ０ を 回 転 軸 ５ ａ に 固 定 し 回 転 す る よ う に す る こ と も で き る 。 こ れ に よ り 、 粉 砕 機 構
は 上 臼 ２ ０ の 内 周 側 面 に 設 け た 固 定 刃 ９ と テ ー ブ ル ６ 上 に 設 け た 回 転 す る ハ ン マ ー ７ に よ
り 生 ゴ ミ を 粉 砕 す る 。 粉 砕 方 法 は 前 同 様 に つ き 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 又 、 磨 潰 機 構 は 上 臼 ２ ０ と テ ー ブ ル ６ の 下 部 に 形 成 し た テ ー ブ ル ６ と 一 体 の 下 臼 ２ １ の
上 下 二 重 の 磨 臼 体 ２ ２ か ら 成 り 、 上 臼 ２ ０ は 下 面 が 中 心 部 側 が 外 周 部 側 へ 向 け 下 方 傾 斜 し
、 下 臼 ２ １ の 上 面 は 水 平 に 形 成 さ れ 、 上 臼 ２ ０ の 下 面 と 下 臼 ２ １ の 上 面 間 に 中 心 部 側 よ り
外 周 部 側 が 狭 く な る 隙 間 ２ ３ が 形 成 さ れ 、 外 周 部 付 近 の 隙 間 ２ ３ は ほ ぼ 密 着 し て い る 。 　
下 臼 ２ １ は テ ー ブ ル ６ よ り 大 径 の 鍔 状 部 ２ １ ａ の 上 面 が 上 臼 ２ ０ の 下 面 と 磨 り 合 う 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の 磨 潰 機 構 に よ り 、 粉 砕 機 構 で 粉 砕 さ れ た 生 ゴ ミ は 水 と 一 緒 に テ ー ブ ル ６ と 固 定 刃 ９
の 隙 間 、 及 び 固 定 刃 ９ 自 体 の 溝 ９ ａ か ら 下 臼 ２ １ の 上 面 に 流 下 し 、 上 臼 ２ ０ と 下 臼 ２ １ の
中 心 部 側 の 隙 間 ２ ３ 内 に 導 入 さ れ 、 下 臼 ２ １ の 回 転 で 上 臼 ２ ０ と 下 臼 ２ １ の 磨 り 合 わ せ に
よ り 磨 潰 さ れ る 。 磨 潰 し 機 能 に つ い て は 、 前 同 様 に つ き 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 次 に 、 図 ３ は 請 求 項 ５ 記 載 の 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 を 示 し 、 図 １ 及 び 図 ２ に 想 到 す る 箇
所 に は そ れ と 同 一 符 号 を 付 し て あ り 、 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る 。
　 図 ３ の 生 ゴ ミ 微 細 粉 砕 デ ィ ス ポ ー ザ ー は 、 請 求 項 ４ の 生 ゴ ミ 微 細 粉 砕 デ ィ ス ポ ー ザ ー の
テ ー ブ ル ６ と 下 臼 ２ １ が 分 離 さ れ た 構 成 と な っ て い る 。
　 そ し て 、 テ ー ブ ル ６ と 下 臼 ２ １ の 両 方 が 駆 動 モ ー タ ５ の 回 転 軸 ５ ａ に そ れ ぞ れ 固 定 さ れ
、 回 転 可 能 と な っ て い る 。
　 図 面 で は 下 臼 ２ １ が 回 転 軸 ５ ａ に 固 定 さ れ て い る が 、 下 臼 ２ １ に 代 え 、 上 臼 ２ ０ を 回 転
軸 ５ ａ に 固 定 し 、 回 転 す る よ う に す る こ と も で き る 。 粉 砕 機 能 及 び 磨 潰 し 機 能 に つ い て は
、 前 同 様 に つ き 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 以 上 、 本 発 明 を 実 施 形 態 に 基 づ き 具 体 的 に 説 明 し た が 、 本 発 明 は 上 記 実 施 形 態 に 限 定 さ
れ る も の で は な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 生 ゴ ミ 微 細 粉 砕 デ ィ ス ポ ー ザ ー の 一 実 施 の 形 態 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 生 ゴ ミ 微 細 粉 砕 デ ィ ス ポ ー ザ ー の 一 実 施 の 形 態 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 生 ゴ ミ 微 細 粉 砕 デ ィ ス ポ ー ザ ー の 一 実 施 の 形 態 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 の デ ィ ス ポ ー ザ ー の 一 実 施 の 形 態 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 １ 　 ホ ッ パ ー
　 ３ 　 投 入 部
　 ５ 　 駆 動 モ ー タ
　 ５ ａ 　 回 転 軸
　 ６ 　 テ ー ブ ル
　 ７ 　 ハ ン マ ー
　 ９ 　 固 定 刃
　 ９ ａ 　 固 定 刃 の 溝
　 １ ０ 　 粉 砕 室
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　 １ １ 　 排 出 室
　 １ ２ 　 排 水 管
　 ２ ０ 　 上 臼
　 ２ ０ ａ 　 貫 通 孔
　 ２ １ 　 下 臼
　 ２ ２ 　 磨 臼 体
　 ２ ３ 　 隙 間

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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